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CMPO, HDEHP 吸着材を用いた 2 段階フローシートの最適化として提案したフローシートの性能実証のた

め、Am, Cm を含む溶液を用いたカラム分離試験を実施した。 

 

キーワード：抽出クロマトグラフィ，MA 回収，CMPO，HDEHP 

1. 緒言 

これまでに抽出クロマトグラフィを用いた MA 回収工程として、CMPO/SiO2-P 及び HDEHP/SiO2-P を用

いた 2 段階のフローシートを開発してきた。SETFICS 及び TALSPEAK を基にしたフローシートを用いるこ

とで、DTPA 等の錯形成剤を含まない MA 製品溶液が得られることを示したが、MA 回収率の向上が課題と

して挙げられた[1]。前回の報告にて、溶離液の酸濃度を微調整することで希土類元素の溶離挙動が大きく

変化することを示した[2]。本件では、溶離液組成を最適化した改良フローシートの性能を実証するため、

MA を含む溶液を対象としたカラム分離試験を実施した。 

2. 試験 

Am, Cm 及び代表的な FP 元素を含む 5 M 硝酸溶液をフィード液としてカラム分離試験を実施した。カラ

ムサイズは 1cmφ×32cmHで、通液速度は 2 cm/min、操作温度はCMPO/SiO2-Pカラムで 50℃、HDEHP/SiO2-P

カラムで 25℃とした。カラム溶出液を一定分画毎に採取して、含まれる元素濃度を分析し、クロマト溶離

曲線を得た。 

3. 結果及び考察 

CMPO/SiO2-P カラム分離曲線を Fig. 1 に示す。MA と Nd の分離は良好であり、Nd の除染係数(DFNd)を

102とした場合、MA 回収率は 94 %以上であった。改良前(DFNd = 2, MA 回収率 = 94 %)と比較して、性能が

向上していると言える。HDEHP/SiO2-P カラムでは MA からの Eu の分離効率が大幅に向上し、DFEu > 103、

MA 回収率 > 98 %と、今回の改良によって MA 回収率

が約 20 %向上した。2 サイクル合わせての性能として

は、MA 回収率は Am で 93 %、Cm で 97 %、DFNd > 102, 

DFEu > 103であり、今後本フローシートをリファレンス

として、新抽出剤を用いたプロセス等、より高性能か

つ 2 次廃棄物発生量の少ないプロセスの構築を目指す。 
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Fig. 1 CMPO カラム分離曲線 
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